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                                 （制限時間 90分） 

 

 

所属施設：                 受験番号：                    

 

氏名：                                            

 

≪理念・運営問題≫  理想所要時間 20分 

【目前に迫る 2025年問題についての知識とこれからの中心顧客である「団塊の世代」への提案について】  

1．2025年には、800万人の「団塊の世代」が75歳以上の後期高齢者となります。その結果4人に1人が後期高齢者となり、超高齢化が進むことを、社会では「2025

年問題」と呼び、準備・対策が叫ばれています。超高齢化社会に関する問題について、以下の問いに答えなさい。 （7） 

 

（1）2025年には介護難民（介護が必要なのに適切な介護サービスが受けられない高齢者）、老老介護（介護を行う側も受ける側も、双方が65歳以上）、認認介

護（老老介護の中でも双方が認知症であるという危険な介護状況）等の問題が顕在化すると言われています。これらの問題を抱える方に対して、在宅サービスを提供す

る介護事業所として実施できる、地域にむけた取り組みを答えなさい。 ＊介護保険のルールは考えず、自由な発想で答えなさい。（配点 3） 

 

以下のテーマの中から１つ選択してください 

介護難民      ・     老老介護     ・     認認介護 

 

 

 

 

内 容 

 

 

介護保険でできるような内容は× 

今までにないアイデアで、資源の開発ができていれば〇 

現実的でないような内容でも〇 

例：地域の方に集まってもらい、一緒に食堂やカフェを運営する。8時~20時頃まで好きな時間に来て好きな時間に帰れる。 

調理、接客、メニュー考案、メニュー表の作成等を、参加者全員で手分けして行う。参加者が必要な介護を受けられるよう、介護スタッフを配置する。 

ソーシャルワーカーや看護師も配置し、生活の相談も受けられるようにする。地域高齢者の配食事業や、こども食堂の運営も行う。運営費を差しい引

いた収益は参加者で分配する。 

 

（2）あなたはデイサービスの管理者です。これからの中心顧客になる「団塊の世代」の方に喜んで利用していただけるよう、新しいサービスを企画することになりました。 

これまで中心顧客であった層（昭和 1ケタ～20年生まれ）と団塊の世代の指向の違いをあげ、団塊の世代に好まれる新しいサービス内容を答えなさい。（配点2×2） 

 

 

指向の違い 

 

 

特徴：人口が多いため競争意識が強い。高度経済成長期も重なって会社の業績は右肩上がりであったことから、頑張ったら報われるという感覚が強

い。高校進学率が増えた世代。高学歴化が進んできた。40歳代頃 PCが普及。 

 

 

 

サービス内容 

 

 

外出を増やす、現在のご利用者様へのアプローチと同じ内容は× 

団塊の世代の特徴や現役時代の社会情勢を理解してアプローチできていれば〇 

例： 習い事感覚でデイサービスを利用していただく。フォトショップやイラストレーター、CAD等 PCソフトを充実させる。 

DIYでいすやテーブルを作る。 

野菜を作り、出荷する。出荷計画や見積もりも作成していただく。 

 

【送迎時の事故やクレームに対しての適切な対応について】  

2．デイサービスや訪問介護、訪問看護など、車両での送迎や移動を必要とする介護サービスでは、事故発生が避けられない現状があります。具体例としては 2020年には

佐賀県で、2019年には富山県で、死亡事故が発生しています。事故によっては「運転手の刑事責任」、「事業者の民事賠償責任」、「介護事業所への行政処分」が下る

こともあり、運転するスタッフの安全運転に対する意識と施設としての安全管理が重要です。高齢者施設における運転業務について以下の問いに答えなさい。（9） 

 

（1）2022 年 10 月より、運転業務を担うスタッフに対して、機材を使用したアルコールチェックが義務化されるなど、安全運転・事故予防を推進する動きが進んでいます。

しかし、事故となり得る要因は様々で、リスクを 1 つでも減らすことが必要です。運転業務において発生しやすい事故原因をあげ、その事故原因に対して行なえる事故予防

対策を記入しなさい。（配点 2） 

事故原因 

 

 

事故予防策 

 

 

 

理念・運営 計算 知識 合計 

   ／24    ／16    ／60    ／100 
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（解答例）速度超過 

・近隣の道路の法定速度を調べたり、違反した場合の点数や反則金など具体的な事を調べ、研修を行う。 

・送迎やヘルパー援助の移動時間を確認し無理のない設定になっているか確認する。 

・運転業務にあたっているスタッフのドライブレコーダーを見て法定速度内で運転が行えているか定期的に確認する。 

※ただ研修をするなど具体的でない対策は不可。 

（解答例）ながら運転 

・電話の場合はイヤフォンを使用した通話を推奨する。 

・運転中スマホや携帯をさわれないようにし、全ての連絡は運転後にする体制を施設全体で決めておく。 

・社内に携帯を触りながらの運転をしないように告知する注意喚起を掲示する。 

※ただ研修をするなど具体的でない対策は不可。 

 

（2）あなたは通所介護のスタッフです。ある日の夕方、あなたはデイサービスの送迎車を運転していました。赤信号で停車していると後ろにいた自動車が、あなたの運転して 

いる自動車の後方部に衝突してくる事故が起こりました。お客様が 1名乗っていましたが、相手の自動車は徐行での接触であったため大きな衝撃はなく、お客様は怪我や痛 

みはないとのこと。あなた自身にも特に外傷や痛みもありません。あなたはこの後、どのような対応を行いますか。事故直後、後日の対応それぞれ１つずつ答えなさい。  

※「施設に報告する」、「上司に報告する」、「警察を呼ぶ」以外で答えること                                          （配点 2×2） 

※お客様の状態確認は済んでおり、病院への搬送の必要はないものとする。 

 

事故直後  

 

後日  

 

（解答例） 

・連絡先の交換  ・お客様の迎えや送迎の調整の依頼を行う  ・自車、相手の車の損害状況を確認し写真をとっておく  ・会社の保険会社へ連絡する 

・乗っていたお客様の家族やケアマネに連絡し事故の詳細を伝え、何かあればすぐ連絡する旨伝える。  ・車両事故報告書を作成し関係部署に伝達する 

 

（3）車両を使用する介護サービスは、交通マナーを守らないと、近隣住民から様々な苦情が寄せられる可能性があります。社名を記載した車両を運転することは会社のブ

ランドを背負っているということです。そのことを認識したうえで、下記の問題に答えなさい。 

 

下記はあなたが働いているデイサービスへの苦情内容です。今後このような苦情が発生しないよう、デイサービスの送迎ドライバーを対象に 1時間の研修を行うことにしました。

苦情内容をもとにどのような研修を行うか、下記に研修計画を作成しなさい。（配点 3） 

 

【苦情内容】  匿名希望 女性 

〇〇町に住んでいる者だが、毎朝そちらのデイサービスの車が私の住んでいる家の近くに車を止めて、近所の高齢者の送り迎えに来ている。家の前は道も細く、車がギリギリ 2

台通るくらいの道幅しかないが、いつもそちらのデイサービスの車がドンと真ん中に止めているため、自分が車を出したくても出せない。今日そのことを送迎に来ていたドライバーの

方に伝えたが「こちらは福祉の仕事をしているので優先だ」と強い口調で言い返された。またそのドライバーの態度も横柄でサングラスをしているなど威圧的な態度だった。そん

な人が働いている介護施設でご高齢の方が安心に過ごせているのか。甚だ疑問だ。 

 

研修名： 
【 研修内容 】 

 

採点項目 

1. 会社のブランドを背負って送迎していることの認識を持たせる研修内容になっているか。 

2. 送迎時の車の止め方や発進などの配慮するような研修内容になっているか。 

3. ドライバーの態度や身だしなみ、言葉遣いに注目した研修内容になっているか。 
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【増加する単身高齢者の不安を解消する提案について】  

1．高齢化や家族のかたちの変化によって、人生の後半期を単身で過ごす人が増えています。私たちが関わるお客様も家族のいない方が増加しており、家族のいない方なら

ではの配慮が必要とされています。単身高齢者の支援について、次の問いに答えなさい。（8） 

 

【問題】 あなたは特別養護老人ホームとデイサービスを運営する高齢者施設の管理者です。近年、単身の利用者に後見人がついているケースが増加しており、普段から後

見人と連携をとる機会が増えていることから、成年後見制度についての知識を深めることが必要になっています。あなたの高齢者施設のサービス顧客の状況について調べたと

ころ、契約の身元保証人について以下の表のような内訳になりました。表を参考に次の問題に答えなさい。 

 

【身元保証人の続柄内訳（単位：人）】 

 親族 後見人 その他（知人、ケアマネ等） 保証人なし（本人のみ） 

特別養護老人ホーム（100床） 75 15 2 8 

デイサービス（登録者 200名） 120 30 15 35 

 

（1）後見人と連携をとるためには後見人の役割や仕事を知っておく必要があります。後見人が認知症の本人に代わってできることを答えなさい。 （配点 2） 

 

                                                                                                      

・金銭管理（お金を預かる、支払う、銀行での手続き）   

・契約、手続き（施設入所や入院の手続き、介護サービスの利用手続き、年金受給の手続き） 

・お金のトラブル対応（消費者被害、リコール手続き、契約の取り消し） 

 

（2）通常、身元保証人が行うことでも、後見人にはできないこともあります。その内容を具体的に答えなさい。 （配点 2） 

 

                                                                                                      

 ・医療の判断（延命処置、手術の同意 等）／死後の手続き、相続手続き／本人への介護、医療行為    ・選挙権 

 

（3）身寄りのない高齢者が老後に不安を抱くことなく、私たちのサービスを利用するために、この度「単身高齢者支援」に関するオプションサービスを実施することになりました。

要介護認定を受けながら単身で生活している高齢者を対象にする際、想定される課題やニーズ、その課題に対するオプションサービスの内容を答えなさい。  

＊介護保険のルールは考えず、自由な発想で答えなさい。 

（配点 2×2） 

想定できる課題やニーズ 

 

 

 

実施できるオプションサービス 

 

 

 

【課題例】 

・成年後見制度を利用したいが申請の仕方がわからない。内容が複雑で良く分からないので実行できずにいる。 

・入院や手術をする際に、身元保証人や手術の同意をする人がいない 

・詐欺や犯罪にあうリスクが高い 

・亡くなった後の手続きをする人がいない（葬儀、火葬、行政手続き、お墓の準備） 

・お金の流れの整理や資産管理ができない 

 

【実施策例】 

・成年後見制度申立てサポート（勉強会、法律家へのつなぎサポート） 

・入院、転院時の付き添いサポート。入院中の着替えや身の回りのものの準備のお手伝い。入院セットの準備代行 

・身元保証サービスの立ち上げやつなぎ 

・エンディングノート作成や遺言作成サポート 

・遺品整理のお手伝い 

・金銭管理業務、法律家との連携（財産管理委任事務）（任意後見契約） 

・死後の手続き代行、法律家との連携（死後事務委任契約） 
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≪計算問題≫  理想所要時間 20分   

あなたは、特養の責任者を務めています。下の表はあなたが所属する特養の上半期の実績と下半期の予算です。 

下の表をもとに問題に答えなさい。 

※小数点以下の取り扱いについては設問ごとに異なります。設問ごとの指示に従ってください。 

※特養入所定員は 100名。 

※2月は 28日、年間 365日とし、上半期は１８３日、下半期は 182日とする。 

※平均予算単価……予算での 1床あたりの平均単価は 13, 300円で算出 

 

 上半期予算 上半期実績 下半期予算 

収入 236,088,300円 231,897,600円 234,798,200円 

稼働率 97％ 96％ 97％ 

空きベッド数合計 

（内入院以外の空きベッド数） 

549床 

 

732床 

（280床） 

546床 

退所者 12名 14名 14名 

月平均の従業員常勤換算数 55名 55.2名 55名 

 

１．下半期で予算を達成するために分析を行いました。以下の問いに答えなさい。 

1）上半期、全てのベッド数は（   18,300   ）床であり、上半期実績である９６%の稼働率の場合、入居ベッド数は（   17,568   ）床となる。 

（配点 1×2） 

18,300×96％＝17,568   もしくは 18,300ー732＝17,568 

２）上半期の収入実績から、１床あたりの収入は（   13,200   ）円となり、予算の平均単価である 13,300円より（   100   ）円低下している。 

（配点１） 

231,897,600÷17,568＝13,200円  13,300ー13,200＝100円 

３）平均単価（１床あたりの収入）を回復させるためにできることを記入しなさい。（配点 1） 

 

※介護度の見直し（適切な介護度になっているか） ※取得できる加算がないかの検討  ※オプションサービスの導入（おやつ、テレビ等のレンタルサービスなど）   

〇イベントを実施し参加費を頂く 

４）３）の取り組みを実施することで、下半期の平均単価は予算単価に回復すると予測し、年間予算である 470,886,500 円を達成するためには、下半期収入を

（   238,988,900   ）円にする必要があり、その場合下半期の稼働率は（    98.８   ）％（※小数点第二位切り上げ）となる。（配点 1×２） 

 上半期のマイナス分 236,088,300ー231,897,600＝4,190,700＋下半期予算 234,798,200＝238,988,900円÷13,300円＝17,969.09・・・17,970床 

17,970÷18,200（下期総床数）＝98.736・・・・％ 小数点第２位切り上げのため 98.8%   △98.73 △98 

５）上半期予算である稼働率 97％に対する人員配置（常勤換算 55 名）を、稼働率 96％でも同様の人員配置状況とした場合、1 か月の常勤換算は

（   54.5   ）名となり（※小数点第二位以下切り上げ）、常勤一人当たりの経費が 35万とした場合、上半期で（   1,470,000   ）円の過剰な支出が   

あった。 （配点 2×2） 

96％の時の常勤換算を x とおく。予算、ひと月の総床数 2958.5床 実績ひと月の総床数 2928床（小数点以下を切り上げても、切り下げても同じ答えになる） 

55：x＝2,958.5：2,928 

2,958.5x＝2,928×55 

x＝54.43・・・・よって 54.5名の配置となるべきであったところに 55.2名の配置を行っており 55.2－54.5＝0.7 1か月あたり 0.7名の過剰配置 

つまり半期で 0.7×6か月＝4.2名 常勤 1名あたり 35万とすると、35万×4.2名＝147万が余分にかかっている 

 

 

２．上半期の空床状況を分析したところ、退所から次の入居までの空床が 280 床あることが判明しました。また、入居申し込み者のうち、死亡・入院・サービス内容による

受け入れ困難等の理由で、65％は入居に至っていませんでした。 

 

１）上記問題文の状況から、下半期の退所者を 14名と予測するとき、必要な申し込み件数は（     40     ）件である。（配点２） 

65％がキャンセル、つまり 35%が入居にいたるため、14÷0.35＝40 
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２）厚生労働省 令和 4年 12月 19日発表の調査では、「特養のベッドに空きがある」と答えた市町村は、19.8％であり、特養であっても倒産、吸収合併する状況と 

なっており、一昔前とは大きく変化しています。なぜ、このような状況となったのか、社会情勢を踏まえ、理由を記入しなさい。（配点 2） 

 

 

 

※サ高住、介護型有料など、介護が必要な高齢者が入居できる施設の形態が多様化したため    

※過疎地など人口減少にともない、そもそもの高齢者数の減少が起こっている 

※働き手の不足におり、定員分の介護を賄う雇用ができず、入居者を少なくすることで対応している 

△国が在宅介護を推奨しており、自宅で介護をする家族が増えているため  △ユニット化による利用料 UP   

△光熱費、物価の高騰で運営がたちいかなくなってきている 

３）今後、特養の新規入居者を獲得していく状況が厳しくなっていく中で、地域での広報活動が必要であると考えました。地域住民に施設の存在や取り組みを知ってもらう 

 ための具体的な活動内容を記入しなさい。（配点 2） 

 

 

※特養でのイベントなどの写真を SNSで発信する。 

※地域でのイベントに特養として参加し、施設の存在を知ってもらう。 

※地域の取り組みや集まり、イベントなどに場所を提供する。 

※施設でのイベント（フリマや介護教室）を定期的に開催し、足を運んでもらう機会をもつ 

 

≪知識問題≫  理想所要時間 50分    

1．あなたは居宅介護支援事業所のケアマネジャーです。ある日、「介護保険の申請について聞きたい」と電話がかかってきました。会話の内容を読み、以下の問いに答え 

なさい。（8）【介護保険】 

A様：75歳の母親の介護保険の申請をしたいのですが、どこに相談したら良いか分からなくて。こちらでも申請は可能でしょうか？ 

あなた：大丈夫ですよ。申請代行といって、私がご本人に代わって申請をすることが可能です。申請書に介護保険被保険証の添付が必要になります。 

A様：自宅にあると思います。自宅に訪問して調査があると聞いたのですが。 

あなた：はい。認定調査と言って、都道府県から調査員が訪問して聞き取りを行います。また主治医意見書が必要になりますので、依頼先の医療機関と主治医名を申

請書に記入してください。 

A様：認定されるまでに他にも何かあるのですか？ 

あなた：介護保険審査会による二次判定があり、要介護認定の審査・判定が行われます。結果は、申請から原則 60日以内に申請者に通知されますよ。 

A様：時間がかかるのですね。母は家から出ることが少なくなっていたのですが、先日見学したデイサービスを気に入り、すぐにでも行ってみたいと言うのですが。 

あなた：要介護認定の効力は、認定決定の通知があった日から生じます。暫定的にケアプランを作成すれば、介護保険のサービスを現金給付の形で受けられますよ。 

A様：そうなのですね！それは助かります。是非お願いします。 

 

 

（1）会話のなかに、誤りが 4カ所あります。例①にならって上記会話文に番号と下線を書き入れ、下記解答欄にそれぞれの適切な語句を記入しなさい。（配点 1×4） 

※②～⑤については、下線部分と解答が合っていれば順不同 OK 

 

（2）主治医意見書の依頼先として最も適切な医療関係機関をアルファベットで 1つ選び、選んだ理由を答えなさい。（配点 1×2） 

現在の疾患 医療関係機関 受診頻度 

変形性膝関節症 Ａ整形外科 月 1回 

白内障 Ｂ眼科 月 1回 

脳梗塞後遺症 C整骨院 月 2回 

不整脈 Ｄ医療センター 3 ヵ月に 1回 

 

【例】 ① 市町村 ② 介護認定審査会 ③ 30日 

④ 申請のあった日 ⑤ 現物給付  

① 

② 

⑤ ④ 

③ 
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【主治医意見書の依頼先】 Ａ整形外科 【選んだ理由】 介護が必要となっている原因を診療している、定期的に受診している 

整骨院・・医師ではないので作成できない 

（3）暫定ケアプランを作成し、要介護認定の決定前に介護保険サービスを利用する場合に想定されるリスクを説明しなさい。（配点 2） 

要介護認定が非該当や想定していた介護度より低く認定が下りた場合、介護保険サービスに要した費用の全額又は一部が自己負担となる。 

 

 

2．介護保険制度における償還払いについて、不適切なものを 2つ選び、番号で答えなさい。(配点 1×2) 【償還払い】 

① 介護サービス計画書の作成前、または作成せずに介護サービスを利用した場合、償還払いの対象とならない。 

② 介護保険料の支払いを一定期間滞納した第 1号被保険者が介護サービスを利用した場合、償還払いの対象とならない。 

③ 高額介護サービス費は、世帯当たりの利用者負担合計が政令で定める一定額を超えた場合に償還払いで保険給付される。 

④ 福祉用具購入費の支給限度基準額は、同一年度（4月から翌年 3月まで）に 10万円で翌年度には同額の再支給が可能である。 

⑤ 住宅改修費の支給限度基準額は同一住宅で 20万円であり、住民票を移す転居や要介護度が 3段階上がった場合は再支給される。 

  ①、② 償還払いの対象となる  

3．在宅医療について、適切なものを 2つ選び、番号で答えなさい。（配点1×2）【在宅医療】 

① インスリン注射には高血糖を引き起こす副作用がある為、適切な投与量で注射を行う。  

② 人工呼吸療法は、口鼻マスクを装着した侵襲的人工呼吸療法と、気管カニューレを挿入した非侵襲的人工呼吸療法がある。  

③ 在宅酸素療法は、慢性閉塞性肺疾患などによる呼吸不全の治療に用いられ、携帯酸素ボンベを使用することで外出が可能である。 

④ 自己導尿は膀胱内にカテーテルを挿入し排尿する方法であるが、バルーンカテーテルと比較し感染リスクが高いデメリットがある。 

⑤ 在宅中心静脈栄養法は、高カロリー輸液剤を小型のポンプを使って中心静脈に送れることで、仕事などの行動的な活動が可能になる。 

  ① 高血糖×⇒低血糖〇 ② 口鼻マスク＝非侵襲的人工呼吸療法、気管カニューレ＝侵襲的人工呼吸療法 ④ 自己導尿のほうが感染リスクは低い 

4．経管栄養法について、以下の問いに答えなさい。（4）【経管栄養】 

（1）経管栄養を行う際に留意すべき合併症や対応について、適切なものを 2つ選び、番号で答えなさい。（配点 1×2） 

① 口腔内が乾燥し口臭が発生しやすいため、経管栄養終了後に水分を十分含ませたスポンジブラシで口腔ケアを行った。 

② 経管栄養を行っている利用者であっても、口から少しでも食べることができる場合には経口で食事を行った。 

③ 胃ろうは、少量でも栄養バランスの取れた高カロリーの食事を消化吸収良く摂取でき、胃・食道への逆流が起こりにくいメリットがある。 

④ 経管栄養を行っている利用者の誤嚥性肺炎は、経管栄養チューブのサイズが細すぎることで栄養剤が逆流して起こる場合がある。 

⑤ 経管栄養の使用者に下痢が続いていたので、注入速度を遅くすることと経管栄養剤を希釈する必要性を考えた。 

① 経管栄養を実施前に、水分をしっかりきったスポンジで行う ③逆流しやすい ④太い、大きいサイズで起こる 

     

（2）経管栄養注入時の観察ポイントとして、「経管栄養（経鼻・胃ろう・腸ろう）手技」と「利用者の状態」に分けて、解答例を参考にそれぞれ 1つずつ答えなさい。 

（配点 1×2） 

対象 トラブル 

経管栄養 

【解答例】 チューブの抜去や胃ろうの脱落がないか。 

・チューブ挿入部からの漏れ ・注入液が滴下しない ・チューブの詰まり 

〇滴下するスピード、量 

利用者 

【解答例】 嘔吐や嘔気の有無 

・出血 ・しゃっくり ・呼吸苦 ・顔色不良 ・痰のからみ ・腹部膨満 

〇体位（ベッドの傾き具合） 

 

5．2019年国民生活基礎調査では、介護が必要となったおもな原因は、高齢による衰弱 12.8％、骨折・転倒 12.5％、関節疾患 10.8％などで筋骨格系疾患および 

廃用症候群が全体の 37.6％を占めています。このデータをふまえて、以下の問いに答えなさい。（7） 【筋骨格系の疾患】 

（1）筋骨格の疾患について、以下の説明文に合うようにそれぞれの疾患名を記入しなさい。（配点 1×4） 

筋骨格系の疾患 原因・特徴 症状 

①    変形性膝関節症  
軟骨の変性、体重増加、筋力低下 関節の痛み、拘縮 

階段を昇る時より降りる時が厳しい 

②    関節リウマチ     
自己免疫機構の異常 

局部に限定しない多発性疾患 

関節の痛み、腫れ、変形 

初期は手足の指関節に症状が出る 

③    骨粗鬆症     
カルシウム不足、運動不足、内分泌疾患など 

閉経後の女性に多い 

背中が丸くなる、身長が低くなる 

④    脊柱管狭窄症  
椎間板の変性、骨の変形、靭帯の緩み 

 

間欠性跛行を伴う 

背中、腰の痛み 

① ② 

③ ⑤ 

② ⑤ 
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   A 

 B 

 C 

 

 

 

（2）高齢者が転倒した際に最も多い骨折部位は、股関節を構成している骨です。以下のイラスト内 A～Cの名称の組み合わせとして正しいものを 1つ選び、 

記号で答えなさい。（配点 1） 

     ① A： 大腿骨頭、     B：大腿骨頸部、    C：大転子 

     ② A： 大腿骨頸部、   B：大腿骨頭、      C：大転子 

     ③ A： 大転子、        B：大腿骨頸部、    C：大腿骨頭 

     ④ A： 大腿骨頸部、    B：大転子、        C：大腿骨頭 

 

 

 

 

 

 

（3）骨折後によく起こる廃用性症候群の予防には、活動量の増加が望ましいとされています。廃用性症候群の症状と予防法を例にならって答えなさい。（配点 2） 

【廃用症候群】  ＊どちらも正解して〇（2点） 

廃用性症候群の症状 予防法 

【例】 関節拘縮 麻痺側の手でタオルなどを握る機能訓練 

 ・筋萎縮―上肢、下肢を動かし筋力の維持訓練  ・筋萎縮や関節拘縮―良肢位の保持 

・心肺機能低下―定期的なベッド上での座位姿勢  ・褥瘡―体位変換 

・意欲低下―介護者の声掛けや家族の面会 

 

6. 感染症について、以下の問いに答えなさい。（9）【疾患】 

（1）新型コロナウィルス感染症が重症化しやすい基礎疾患と、その症状について（ ）内に適切な語句を別紙語群表から選び、答えなさい。（配点 1×6） 

基礎疾患 症状 

 

心血管疾患 

 

（①   動脈硬化   ）によって血管の内腔が狭窄し臓器への血液の供給が不足する。 

 

（②  慢性閉塞性肺疾患   ） 

 

PM2.5などの有害物質を吸い込むことで肺が炎症を起こす。（③  喫煙       ）の人に多い。 

 

慢性腎臓病 

 

病状が進行すると（④  透析(療法)     ）や腎臓移植が必要となる。 

 

糖尿病 

 

 

（⑤     膵臓    ）でつくられるインスリンの作用不足により高血糖が慢性的に続く。 

 

高血圧症 

 

血圧が高い病態。（⑥  腎臓        ）や内分泌の異常などが原因である二次性高血圧症と、直接の原因が 

はっきりと分からない本態性高血圧症の 2つに分類される 。 〇肥満、飲酒、喫煙 

 

（2）スタンダード・プリコーションの 1つとして、個人防護具（PPE）の着用が挙げられます。医療・介護現場における感染経路を遮断するために使用する物品名と 

   その物品を使用する事で得られる効果を答えなさい。（配点 1＋2） 

個人防護具（PPE） 感染経路遮断における効果 

手袋・ガウン・エプロン 

 

マスク・ゴーグル・フェイスシールド 

・介護スタッフの手指や肌、衣類に病原体が付着するのを防ぐため 

・手指や肌、衣類に付着した病原体を、ご利用者や他の介護スタッフに広げないため 

・マスクは、介護スタッフの口や鼻に付着している病原体の飛散を防ぐ 

・排泄物や体液に含まれる病原体が、口や鼻、目の粘膜に付着するのを防ぐため   

 

 

 

 

 

 

 

① 

大腿骨 
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7．認知症に関わる疾患と認知症の症状について、以下の問いに答えなさい。（11）【認知症】 

（1）認知症の原因疾患と認知障害の程度について（ ）内に適切な語句を別紙語群表から選び、答えなさい。（配点 1×5） 

原因疾患・認知障害 症状 

アルツハイマー型認知症 

(①    海馬   )領域の神経細胞が脱落・消失する為、(②  エピソード 〇短期  )記憶が障害される。 

小脳の萎縮は少なく、手続き記憶は障害されにくい。 

レビー小体型認知症 

現実的で繰り返し起こる(③   幻視   )体験が特徴で、見えたものに対してのリアクションを伴う。 

パーキンソン症状や認知機能の動揺、失神、これらの症状の(④   日内   ) 変動などがみられる。 

認知障害 初期 

不安、うつ状態、無気力の心理症状が発生する。 

物盗られ妄想は、中核症状の(⑤   記憶  ×見当識 )障害と思考能力の低下によって起こる。  

認知障害 重度 ADLの障害が進み、BPSD の発生が少なくなる。 

  

（2）認知症の中期から進行期は ADLの低下に伴い介助が必要となります。この時、介助者に対して介護抵抗や暴言・暴力が出てくる場合があります。以下の事例 

を読み、介護拒否をする認知症の人への適切な対応方法を答えなさい。 

 

〈介護拒否のある A さんの事例〉 

特養スタッフのあなたは、入居者の A さんが、食後に上着を汚した状態で廊下を歩いているのを発見しました。あなたはA さんの手を引いて自室に誘導し、服を着替えさせ 

ようと上着に手をかけたところ、A さんは「自分で着替えられるから良い。放っておいて！」と手を振り払い自室を出て行ってしまいました。その後、A さんは着替えをしないまま 

フロアで過ごしていて、先ほどの様な怒った様子は見られません。この後、更衣介助を再度対応する際に、あなたはどのようなことに気を付けて対応しますか。気を付ける 

ポイントをふまえた具体的な対応方法を答えなさい。（配点 2） 

 

①目線の高さを合わせてゆっくり説明（時間をかけて説明/途中で忘れることもあるため、何度か意図を説明）し、意図を納得してもらいながら更衣介助を行う。 

②ご本人の様子や状態を確認してご本人が優先したい事情を先に解決し、気持ちを穏やかになってもらってから、更衣の声掛けを行う。 

③ご本人の意思を尊重し、（自信喪失や心苦しさを感じていることを理解したうえで）声を掛けて納得感や気分などの様子を見ながら、ご本人ができない部分のみをお

手伝いして対応する。 

④居室から着替えの服をいくつか持ってきて A さんに見せて気に入った服を選んでもらい、自然な流れで着替えられるよう誘導する。 

△着替えをされていない理由をたずねて・・・  △不快にさせないように汚れていることについてはふれずに・・・ 

 

（3）認知症の治療に非薬物療法があります。以下の技法の中から 1つ選んで、その内容について説明しなさい。(配点 2) 

 【 ①回想法    ②バリデーション療法   ③現実見当識練習 (リアリティ・オリエンテーション)   】 

技法 内容 

 

 

 

 

技法 内容 

回想法 

古い道具や写真などを題材に、認知症の人が輝いていた時代のことを思い出して会話することで、自分の過去を回想して自信を取り戻す 

＊青字部分が書けていなくても〇 

バリデーション療法 

認知症の人の行動には意味があるものととらえ、何故そのようなことをするのか考え、共感することに重きを置いたコミュニケーション方法 

基本的な関りとして「傾聴」「共感」「需要」がある。 

＊実践方法記載の場合 1つ 1点（センタリング、オープンクエスチョン、リフレージング、アイコンタクト、タッチング 等） 

現実見当識練習 

(リアリティ・オリエンテーショ

ン) 

日付、季節、場所、名前など見当識にかかわる情報を、さりげなく繰り返し伝えることで見当識を高める 
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（4）若年性認知症は 18歳から 64歳までに認知症を発症した場合で、高齢者とは違う生活上の課題があります。若年性認知症の生活上の課題について考えられる 

ものを 2つ答えなさい。（配点 1×2）  

①  

②  

働き盛りの世代の発症は経済的な負担が大きい。育児や子供の就学、就職に影響が及ぶ。親の介護と重なる、または高齢な親による介護が必要になる。 

介護サービスの利用者のほとんどが高齢者なので、若年性認知症の人には馴染みにくい。 など 

 ×同性介助の配慮（希望であって課題ではない） △社会の認知度が低く、安心して過ごせる場所が少ない 

 〇配偶者が就労しているケースが多く、日中 1人で過ごすリスクがある  〇見た目が若いため、周囲に理解されずらい 

8．あなたは介護施設の相談員です。施設での看取りについて、以下の問いに答えなさい。（11）【看取り】 

（1）看取り介護加算の内容について( )内を埋めなさい。（配点 1×2） 

 

看取り介護加算は、2021年の介護報酬改定により、ご入居者が死亡した日から遡って最大 30日までの対象期間が、（①     45     ）日前までの 

対象期間となる新区分がつくられた。 

看取り加算は特別養護老人ホームの他に、（② グループホーム     ）などで基準を満たすことで算定ができる。 

 ※特定施設（有料老人ホーム、ケアハウス、サ高住）のいずれかでも OK  〇介護医療院 

 

（2）看取り介護加算の算定をするために実施しなければならない事を 1つ答えなさい。（配点 2） 

例）施設入所時に、入居者と家族に、看取りに関して定めた指針の内容を説明する必要がある。 

・施設の看護師と病院または診療所などの看護師とが 24時間連絡の取れる体制をつくる 

・医師、看護師、ケアマネジャー、介護職員などが施設における看取りについて協議を行い、指針について適宜見直しを行う 

・看取りに関する職員の研修を行う 

・看取りケアは、個室または静養室を利用して、ご入居者、ご家族、周囲のご入居者に配慮を行う 

・医師と、緊急時の注意点や情報連携の方法を定める。連絡手段や診療依頼時間を曜日、時間帯別に取り決めておく 

・複数名の配置医師や、医師との連携が 24時間体制で対応できる  ※いずれかの内容を含んだ説明であれば〇 

 

（3）入居者の家族から「看取りケアとターミナルケアの違いについて教えてください」と質問がありました。ケア内容の違いを踏まえて説明しなさい。（配点 2） 

 

＊採点ポイント 下線のキーワード 1つ 1点で採点 

【看取りケア】 食事介助や排泄介助、褥瘡のケアなどの日常生活のケアを中心に行う。延命治療は行わず、身体・精神的苦痛の緩和をしながら生活支援を行う。 

【ターミナルケア】点滴や経管栄養注入、痰吸引などの延命治療といった医療的ケアを、日常生活のケアに加えて行う 

 

(4)終末期の呼吸や身体状態の変化について、①～⑤の空欄に適切な語句を別紙語群表から選び、答えなさい。（配点 1×5） 

① 呼吸が浅くなると脳が低酸素状態となり、(    エンドルフィン       )が分泌され苦痛が和らぐ 

②  (    下顎呼吸           )は口をパクパクと動かす様子が見られ、死の数時間前に多く起こる 

③ （    チェーンストークス呼吸    ）は 10～30秒ほど呼吸が止まり、浅い呼吸と深く大きな呼吸を繰り返す 

④ 血液循環や体液機能調節の低下により、(    下肢           )から浮腫が現れるようになる 

⑤ 意識状態は低下して、傾眠・混迷・昏睡という状態に陥るが、(        聴覚        )は機能してい 

 

9．脳梗塞後遺症ケースの事例を読み、介護サービスや病気の特徴について、以下の問いに答えなさい。（6）【脳梗塞高齢者の理解・福祉用具貸与購入】 

佐藤さん（68歳、男性）は妻と2人暮らし。佐藤さんは数年前から高血圧症で服薬管理を行っていましたが、ある日、激しい頭痛に襲われて救急搬送、脳出血の診

断を受けて入院中です。右片麻痺と言語障害の後遺症があり、リハビリテーションを実施しています。状態が安定して、退院を勧められましたが、妻も仕事や持病がある

ので介護の不安を感じていて要介護認定を申請しました。要介護 3 となり、退院前に居宅介護支援事業所のケアマネジャーを紹介されました。 

 

◆佐藤さん退院前のアセスメント記録 

課題分析項目 状態 

ADL ・立ち上がり、車椅子への移乗は可能。移動は車椅子を自走  ・入浴は、入院中は機械浴 

食事内容 ・主食は軟飯、副食はやわらかめのもの 

コミュニケーション能力 ・言語障害があり単語しか話せず、通じないとイライラする  ・以前は町内会に顔を出し、交流は苦手ではなかった 

本人からの要望 ・自宅で入浴したい  ・トイレに 1人で行けるようになりたい  ・コミュニケ―ションが図れるようになりたい 
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（1）退院前の担当者会議では、週 2回の通所リハビリと週 1回のデイサービスを中心に、居宅療養管理指導を月 1回利用するケアプランが立案されました。 

訪問リハビリなどの訪問系サービスではなく、通所系サービスを柱にしたケアプランの目的(通所サービスの利点)を答えなさい。(配点 2) 

例）レクリエーション活動などを通じて社会交流の機会をもつことができる。 

 

 

・リハビリ機器を使用したトレーニング  ・入浴による保清  ・自宅トイレ使用時の転倒リスク軽減  ・他者交流から生活意欲の向上 

・交流による自然な言語のリハビリ  ・妻の仕事による介護時間の制限およびレスパイト などアセスメントに基づいたもの 

  △レスパイトのみの解答  〇外出の機会、閉じこもり防止 

（2）退院以降の ADL状態をふまえて、自宅の環境整備もあわせて進めることとなりました。佐藤さんの退院時の ADL と生活におけるニーズをもとに、福祉用具をレンタル

する物と購入する物を提案しなさい。自宅内の必要箇所には、住宅改修による手すりがすでに設置されているものとします。(配点 1×2) 

福祉用具貸与 福祉用具購入 

特殊寝台、特殊寝台付属品、据置型手すり、車椅子、スロープ シャワーチェア(入浴用椅子)、浴槽台、浴室内・浴槽内すのこ・補高便座 

△ベッド                                            ×ポータブルトイレ 

 

（3）高次脳機能障害の症状に対する対応方法で、不適切なものを 2つ選び、番号で答えなさい。（配点1×2） 

＜症状＞   ＜対応方法＞ 

⓵ 失語 ― 実物や使い方を見せる。言葉を短くして伝える 

② 失認 ― 約束事は紙に書いて渡す。目につきやすい所にポイントを書いておく 

③ 注意障害 ― 話す時はアイコンタクトを取ってから伝える。理解できたか確認する。注意して欲しいところにマーキングする 

④ 抑制障害 ― イライラや怒った時には分かりやすい言葉で注意し、冷静になれるように諭す 

⑤ 半側空間無視 ― 無視側の転倒などの危険因子を取り除く。気づいて欲しい部分にマーキングして目立たせる 

②記憶障害の対応方法。触る、聞くなどの感覚から情報を伝えるが正しい 

⑤イライラや、してはいけないことを誘発する話題を避ける。怒った時は、冷静になれるよう話題を変える。その場から一度離れる。が正しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② ④ 


